
図書館建設事業について

 

田
渕　
厚
・
野
北　
悟

　
　
　
建
設
事
業
費
と
運
営
に
係
る
年
間

費
用
の
試
算
額
は
。

　
　
　
建
設
、
図
書
購
入
及
び
シ
ス
テ
ム

導
入
費
等
で
約
７
億
８
０
０
０
万
円
、
進
入

道
路
や
緑
地
等
の
整
備
で
約
２
億
円
、
総
額

９
億
８
０
０
０
万
円
。
ま
た
、
年
間
予
算
に

つ
い
て
は
、図
書
購
入
及
び
経
常
経
費
、サ
ー

ビ
ス
運
営
費
用
を
６
６
０
０
万
円
か
ら
７
５

０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
基
本
設
計
の
予
算
を
認
め
た
時
点

で
事
業
全
体
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。
全
体

の
予
算
枠
を
明
確
に
示
し
て
事
業
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
事
業
全
体
を
認
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
だ
と
思
い
ま

す
。
全
体
事
業
費
を
提
示
す
る
こ
と
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
９
億
円
の
試
算
を

出
し
て
い
ま
す
。
上
乗
せ
し
て
10
億
円
、

12
億
円
の
債
務
負
担
行
為
を
行
う
の
は
お

か
し
い
の
で
、
議
決
さ
れ
れ
ば
、
実
施
設

計
か
ら
建
設
費
の
債
務
負
担
行
為
を
行
う

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
試
算
さ

れ
て
い
る
中
で
、
財
政
負
担
の
部
分
も
あ

る
が
、
現
在
あ
る
公
共
施
設
を
ど
の
よ
う

に
配
置
し
て
、
人
の
流
れ
や
賑
わ
い
を

創
っ
て
い
く
か
、
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら

の
検
討
が
十
分
で
は
な
く
、
現
状
で
は
賛

成
で
き
な
い
。

　
　
　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
公
共
施

設
の
総
合
管
理
計
画
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
保
有
し
て

い
る
建
物
に
つ
い
て
40
年
間
に
係
る
経
費
を

理
論
値
と
し
て
示
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今

回
、
将
来
に
わ
た
る
効
率
的
な
運
用
、
負
担

の
平
準
化
を
目
的
と
し
て
平
成
30
年
か
ら
32

年
に
か
け
て
主
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
個
別

に
具
体
的
な
耐
用
年
数
等
を
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
、

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

提
案
者
：
樺
島
永
二
郎

【
修
正
案
】

　
図
書
館
建
設
事
業
に
要
す
る
、
基
本
設

計
委
託
料
１
２
５
４
万
６
千
円
、
基
本
設

計
支
援
業
務
委
託
料
３
７
８
万
円
、
及
び

図
書
館
建
設
事
業
に
要
す
る
経
費
51
万
６

千
円
の
全
額
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

《
提
案
理
由
》

　
今
後
、
市
立
病
院
の
建
て
替
え
や
、
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
弓
道
場
の
建

設
整
備
及
び
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
多
久

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
終
結
に
向

け
た
取
り
組
み
、広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
建
設
、
北
多
久
公
民
館
を
は
じ

め
と
す
る
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
て

替
え
や
改
修
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
今
、
図
書
館
建
設
が

必
要
な
の
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
の
経
常
収
支
比
率

が
99
・
５
％
と
非
常
に
高
い
中
で
毎
年
６

０
０
０
万
円
以
上
の
経
費
は
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
す
る
中
、

公
共
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
街
づ
く
り

全
体
の
中
で
施
設
の
再
配
置
、
統
廃
合
、

複
合
化
に
つ
い
て
十
分
に
審
議
し
計
画
を

立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
今
回

提
案
の
図
書
館
建
設
事
業
は
認
め
ら
れ
な

い
と
判
断
し
て
修
正
案
を
提
案
し
ま
す
。

【
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論
】

 

討
論
者
：
飯
守
康
洋

　
新
図
書
館
建
設
関
係
予
算
を
削
除
し
た

理
由
が
、
全
て
将
来
の
市
の
財
政
運
営
を

懸
念
す
る
も
の
で
す
。
執
行
部
と
の
情
報

交
換
会
に
お
い
て
、
中
期
財
政
計
画
、
今

後
の
財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
、
図
書
館
、

市
立
病
院
、
弓
道
場
は
、
主
要
事
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
国
県
補
助
金
や

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
市
債
を
活
用

し
、
事
業
費
の
実
質
負
担
は
抑
制
さ
れ
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
政
状
況
の
改
善
や
公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
将
来
の
問

題
で
あ
り
、
こ
れ
を
理
由
に
新
図
書
館
建

設
の
先
送
り
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
現
在

の
市
立
図
書
館
の
早
期
改
善
を
切
望
し
、

ま
た
、
新
図
書
館
の
建
設
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
、市
民
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
す
。

　
図
書
館
は
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
、
子

育
て
な
ど
の
面
に
お
い
て
市
の
浮
揚
、
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
公
共
施
設
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
多
久
に
合
っ
た
、
多
久
に

し
か
な
い
素
敵
な
図
書
館
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
以
上
の
考
え
か
ら
、
修
正
案

に
反
対
し
ま
す
。

【
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
】

 

討
論
者
：
田
渕　
厚
・
國
信
好
永

　
市
の
公
共
施
設
は
現
在
１
０
２
施
設
、

築
30
年
以
上
の
建
物
は
42
施
設
あ
り
、
そ

の
中
に
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
施
設
が

４
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
今
後
40
年
間
の
公
共

施
設
改
修
・
更
新
費
用
の
推
計
と
し
て
５

６
５
億
円
が
見
込
ま
れ
、
道
路
な
ど
の
維

持
費
は
同
額
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
ま

た
、
老
朽
化
に
よ
る
リ
ス
ク
や
維
持
管
理

費
の
増
大
も
財
政
を
圧
迫
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
急
激
な
人
口
減
少
の

中
、
現
在
あ
る
公
共
施
設
の
老
朽
化
等
を

考
え
、
皆
が
一
緒
に
寄
り
集
う
施
設
と
し

て
の
複
合
化
や
、
効
率
的
な
施
設
は
何
か

を
考
え
議
論
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
施
設
に
し
て
も
、
補
修
や
改
修

が
必
要
な
と
こ
ろ
は
多
く
、
そ
う
し
た
改

修
が
十
分
で
は
な
い
中
、
新
し
い
建
物
を

建
て
、
維
持
管
理
費
が
膨
大
に
な
る
よ
う

な
状
況
は
市
民
と
し
て
も
納
得
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
可
能
な
限
り
負
担
を
残
さ
な

い
た
め
に
、
公
共
施
設
の
効
率
的
、
効
果

的
な
適
正
配
置
、
運
営
を
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
、修
正
案
に
賛
成
し
ま
す
。

※ 

修
正
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
修
正
議
決
さ
れ
た
部
分
を
除

く
原
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
乙
第
42
号　
平
成
30
年
度

多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）
に
対
す
る
議
案
審
議

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

議
案
乙
第
42
号　
平
成
30
年
度

多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）
に
対
す
る
修
正
案
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イ
ノ
シ
シ
や
猿
等
が
自
宅
周
辺
に

出
没
し
、
夜
間
な
ど
特
に
危
険
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、
人
的

被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

　
　
　

人
的
被
害
に
つ
い
て
報
告
は
上

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
非
常
に
皆
さ
ん
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
住
宅
地
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
、

猿
の
目
撃
情
報
を
受
け
た
際
に
は
、
庁
内

で
策
定
し
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
住
宅
地

で
の
野
生
ザ
ル
及
び
イ
ノ
シ
シ
出
没
に
関

す
る
庁
内
対
応
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、

各
関
係
部
署
が
警
察
や
学
校
等
の
関
係
機

関
と
連
絡
を
密
に
と
り
、
連
携
を
行
い
、

市
民
へ
の
注
意
喚
起
、
監
視
、
捕
獲
、
山

に
追
い
返
す
等
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
イ
ノ
シ
シ
が
掘
っ
た
溜
池
の
法
面

が
崩
れ
か
け
て
い
ま
す
。
法
面
の
上
が
道

路
に
な
っ
て
お
り
、
危
惧
す
る
所
も
あ
る

の
で
認
識
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
市
内
企
業
よ
り
開
発
等
に
資
金
を

使
い
た
い
と
あ
る
が
支
援
等
は
何
か
あ
る

か
。

　
　
　
国
や
県
が
募
集
し
て
い
る
補
助
金

の
申
請
な
ど
に
つ
い
て
は
市
商
工
会
が
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
商
業
エ
リ
ア
一
帯
の
活
用
、
支
援

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
駅
前
中
心
市
街
地
で
は
、
周
遊
す

る
交
流
人
口
増
を
目
的
と
し
て
、
多
久
市

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
ウ
ォ
ー

ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
荕
原
商
工

連
盟
が
毎
月
第
２
日
曜
日
に
「
あ
い
ぱ

れ
っ
と
」
で
開
催
し
て
い
る
軽
ト
ラ
市
に

商
工
会
、
た
く
21
が
協
力
、
連
携
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
が

元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
多
久
市
に

と
っ
て
大
き
く
一
歩
進
ん
で
い
く
活
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
情
報
交
換
等
を

し
て
い
た
だ
き
色
々
な
支
援
等
を
お
願
い

し
た
い
。

市
街
地
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
に

つ
い
て

香
月

答
弁

香
月

答
弁

香
月

市
内
の
商
工
業
と
の
連
携

香
月

答
弁

香
月

答
弁

香
月

香
月
正
則

　
　
　
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

　
　
　
９
ク
ラ
ブ
に
８
３
３
名
の
方
が
加

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
講
座
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
多
様
な
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
天
山
多
久
温
泉
タ
ク
ア
内
の
交
流

ス
ペ
ー
ス
「
彩
り
」
に
つ
い
て
、
利
用
が

低
迷
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
楽
し
め

る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

ま
た
、
福
祉
施
設
と
し
て
行
政
の
動
き
、

人
員
の
配
置
な
ど
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
福
祉
サ
イ
ド
と
タ
ク
ア
で
は
不
定

期
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
等
伝
え
て
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

　
　
　
佐
賀
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
に
よ
り
、
38
名
の
方
が
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
お
い
て
、
講

演
や
災
害
に
お
け
る
図
上
訓
練
を
実
施
し

た
ほ
か
、
関
係
機
関
に
よ
る
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
全
市
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
は
。

　
　
　
住
民
参
加
型
の
避
難
訓
練
、
避
難

所
運
営
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
防
災
教
室
の
実
施
は
。

　
　
　
市
の
職
員
が
出
向
き
各
種
団
体
の

会
合
参
加
者
や
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
に
向
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
資
機
材
購
入
費
補
助
金
制
度
は
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
避
難
所
の
運
営
に
も
訓
練
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
避
難

者
情
報
の
把
握
や
開
示
、
生
活
環
境
の
維

持
、
男
女
双
方
の
視
点
へ
の
配
慮
な
ど
、

細
か
く
想
定
し
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

啓
発
は
。

　
　
　
製
作
中
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で

啓
発
を
し
て
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

中
島

答
弁

中
島

答
弁

平
常
時
に
お
け
る
防
災
体
制
に

つ
い
て

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島
慶
子
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